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 近年、様々な有機超伝導体において非従来型の超伝導の可能性が指摘されている。
なかでも擬一次元有機導体(T MT S F)2Xの超伝導は低温加圧下で起こり、スピン・トリプレ
ット超伝導の可能性を示唆する実験結果が報告され、注目を集めている。また、理論的
にも長距離of-site相互作用によりトリプレットf波超伝導が有利になることが示されてい
る。この様な実験的・理論的背景から、本修士研究は、従来のモデルをさらに実際の物
質に近づける効果を考慮したモデルにおける超伝導のペアリング対称性の競合につい
て、RPA(Random Phase Approximation)法を用いて調べた結果である。シングレット超伝
導とトリプレット超伝導の内どちらの対称性が優位であるかは、それぞれの場合で線形化
されたB C Sギャップ方程式を解き、各対称性での固有値λs,tの大小関係により議論でき
る。 
まず、結晶構造の2次元性に基づく第2隣接鎖間相互作用の影響について調べた。
(TMTSF)2Xの電子構造は重なり積分の比がta:tb:tc≒10:1:0.1程度であることに起因して
擬一次元的である。しかし結晶構造はb方向のT MT S F分子間の距離がa方向の約2倍大
きい程度でかなり2次元性が強く、かつ三角格子性を有している。この性質をモデルにお
いても考慮するために、従来の理論で考えられてきた相互作用(U 0,V1,V2,V3,Vp1)に加え
て、第2隣接鎖間相互作用Vp2を考慮したモデルを用いた(図1)。Vp2を導入した結果、現
実的なVp2の相互作用領域において、トリプレットf波超伝導の固有値λtに対して相対的
にシングレットd波超伝導のλsが非常に弱まることが分かった(図2)。 
次に、c方向への磁気異方性の影響について調べた。(TMT S F)2Xの磁気的性質は、
S D W絶縁体状態においてはb方向に磁化容易化軸を有し、超伝導状態での上部臨界磁
場Hc2はa,b方向に対してパウリの常磁性限界を上回るという性質がある。これらからc方向
には磁化しづらいと考えられる。このような磁気異方性の影響を取り入れるために、z‖cと
して、先ほどのモデル(ただし、ここでは磁気異方性の影響に焦点をあてるためVp2=0)のz
方向の既約感受率χ0zzを、異方性パラメ ターー α(0＜α≦1)を用いてαχ0zzと置き換
え、近似的にc方向への磁化のしづらさを取り入れた。αを導入した結果、磁気異方性の
増加に対し、f波超伝導の転移温度近傍においてd波超伝導のλsが指数関数的に減少
するという結果を得た。 
          
図1,結晶構造の2次元性を含むモデル   図2,Vp2に対する各対称性の固有値 
 
